
かつて首都であった歴史を持つオークランドは、ニュージーランド最大の都市です。シティ中心部
ではグルメや音楽などを楽しむことができ、少し足をのばせば美しいビーチや48カ所の死火山
などの自然も満喫することができます。地域人口の約40％は海外出身者が占めるグローバル都市
である一方、先住民族であるマオリの文化にも触れることができる観光都市でもあります。

オークランド大学は1883年に創設され、４万人以上の学生、約７千人の留学生が学ぶニュージー
ランド最大の大学です。世界ランキングにおいて100位以内に位置するニュージーランド最高の
名門大学であり、アカデミック分野のみならず、優秀なビジネスパーソンを輩出する大学としても
名声を得ています。研修が行われるEnglish Language AcademyがあるCity Campusはオークランド
の中心に位置しているため利便性も高いうえ、キャンパス内にも医療機関、図書館、カフェなどが
あり、施設も大変充実しています。

●参加者の主な出身国・地域：日本、韓国、中国、台湾、タイ、コロンビア 、中東
●平均的な参加者数：300-350名　●1クラスあたりの人数：18名
オークランド大学のGeneral English Programmeは、社会や職場で役立つコミュニケーション能力を
伸ばすことを目的としたプログラムです。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティング、
全てのスキルをバランスよく学びながら、グループワーク等を通じてコミュニケーションスキル
の向上を目指します。英語レベルが中級以上の学生は、通常の語学学習の他に、学生一人一人が
レベルや目的に合わせて履修できるElective Class（選択科目）を履修することが可能です。

「ビジネス英語」や「コミュニケーションスキル」などを選択することができます。初級レベルの
学生は通常の語学学習にフォーカスをあてて勉強します。

コース No.9

★社会や職場でつかえる英語を学べ、すぐに街中で実践できる都市型キャンパス
★豊かな自然を満喫しながら、過ごしやすい環境の中で英語学習に集中できる
★無理なく学べるレベル別クラス編成で着実に英語スキルUP

都市

留学先

プログラム

プログラム参加
スケジュール

08：15～12：30
(又は13：00～17：15)

12：30～13：30
午後

クラス

ランチタイム
課外活動など

日程表
都市日

１

29

３
↓
28

予定
18：00～19：00　
羽田もしくは成田発、オークランドへ

機中泊

羽田
もしくは成田

２
09：00～10：00　オークランド到着
到着後、送迎車にて宿泊先へ移動

ホームステイ泊

オークランド

オークランド

オークランド

羽田
もしくは成田

送迎車にて空港へ移動、チェックイン
09：00～10：00　
オークランド発、羽田もしくは成田へ

※クラス分けテストの結果によって、午後からの授業
となる可能性もあります。

※スケジュールは一般的な例で日により異なります。
過去のスケジュールの場合もあります。

※３～28日目は研修旅行取扱会社「無手配日」です。
ホームステイ泊

16：00～17：00　羽田もしくは成田到着
到着後、解散

・上記のフライトスケジュールはニュージーランド航空利用の例です。
・現地でのスケジュールは留学先機関、天候等の諸事情により一部変更となる場合があります。

おすすめ
ポイント

自然豊かな多様性溢れるニュージーランド屈指の名門大学で学ぼう！

ニュージーランド　オークランド

オークランド大学
英語研修

研修期間

※国内空港施設使用料および現地空港諸税、国際観光旅客税は含みません。

※最少催行人数に達しない場合も研修が実施できる場合がありますが、研修旅行
代金が増額となります。その場合、改めて代金を示し参加の意向を確認します。

研修旅行代金 758,400円

2024年

２月10日（土）～３月９日（土）

研修費用・ 宿泊費／現地大学指定保険料／プログラム期間中の食事（平日２食
（朝・夕）、土日3食）／日程表に記載したエコノミークラス利用海外往復航空券／
現地空港と研修先または宿泊先間の往復送迎費／教材費／eTA 申請料・IVL（国際
観光税）・ 代行手数料／早大プログラム開発運営費／企画料金（P.29記載の取消料
規定はこの企画料金を基準とします。）
※企画料金は80,840円と定め、研修旅行代金に充当します。

●最少催行人数：10名　●最大募集人数：20名
●対象語学レベル：英語力初級～上級
●宿泊先：ホームステイ（個室利用予定）

※１家庭に２名以上の場合、早大生含め日本人と同じ家庭の場合あり。
●食事：平日２食（朝・夕）、土日３食（ただし、外食時は各自負担）
●同行員：添乗員・教職員は同行しません
●利用予定航空会社： ニュージーランド航空
●査証：日本国籍の場合、eTA取得

（旅行代理店による代理申請にて手続きをいたします）。
外国籍の場合は各自にて取得していただきます。

●旅券必要残存有効期間：日本国籍の場合、ニュージーランド滞在期間＋３カ月以上
（2024年６月９日以降）必要

●履修単位数：２単位

募集要項 研修旅行代金に含まれるもの

研修旅行代金に含まれないもの
上記の他は含まれません。その一部を例示します。　
超過手荷物手数料／海外旅行保険／日本国内の交通費・食費・宿泊費／通学費／
課外活動費／その他個人的生活諸費用／国内空港施設使用料（3,010円）、外国諸税

（9,470円）、燃油サーチャージ・航空保険料（航空券代に含まれる）、国際観光旅客税
（1,000 円）
※国内空港施設使用料、外国諸税、国際観光旅客税は2023年８月23日現在のもので
予告なく変更となる場合があります。これらの費用は最終確定金額として研修旅行
代金とあわせてお支払いただきます。

【注意事項】 
※現地でのクラス分けのため、出発前にPlacement Testレベル分けテストを受験していただきます。
※査証申請にあたり証明書が必要な場合は発行料＄45をお支払いいただきます。
※ワクチン接種についての注意事項については別途案内をご確認ください（P.10参照）。

東京から約４時間のフライトで到着ができる、日本からもっとも近い英語圏の国、フィリピン
共和国の首都であるマニラが研修地です。気候は雨季と乾季があるものの、基本的には
１年中高温多湿で、2月の最低・最高気温は約25℃～31℃。日本との時差は、マイナス
１時間です。街中には植民地時代の古いヨーロッパ風の建築物、庶民的な街並みが
混在して独特の雰囲気を作り出しています。

聖トマス大学は、フィリピン大学、デラサール大学、アテネオデマニラ大学とともに、フィリピンでは
名門といわれる４大学のひとつで、フィリピン最古の大学といわれています。キャン
パス内には歴史が感じられる建物が多く立ち並び、芝生が広がる開放的なスポーツ
広場、学生寮のほか、スターバックスコーヒー、コンビニエンスストアといった商店や、
銀行、附属病院等がそろっており、キャンパス内で不自由なく生活することができます。

●参加者の主な出身国・地域：日本
●平均的な参加者数：７～15名　●１クラスあたりの人数：9～15名

「Intensive English Language and Filipino Culture Program」と題して、リスニング、
リーディング、ライティング、スピーキング、等を学習するだけでなく、サバイバル、ソーシャル、
アカデミック英語の実用的な使い方を学びます。また、プログラム中はBuddy（聖トマス
大学のStudent Assistant）との英会話を通じての交流の機会があるとともに、フィリピンの
豊かな歴史と文化遺産に触れることができることも魅力です。フィリピンでの英語研修は、
その費用面の安さ、ホスピタリティの高さもあり近年人気があります。

【注意事項】
※このプログラムは早大生のみ参加のプログラムです。

コース No.10

★リーズナブルな研修旅行費が魅力！
★「話す、聞く、読む、書く」をバランスよく学ぶ！
★聖トマス大学生のStudent Assistant によるBuddy制度で
　英会話力アップ！

都市

留学先

プログラム

プログラム参加
スケジュール

08：30～11：30
11：30～13：00
13：00～17：00

クラス
ランチタイム
クラス

日程表
都市日

１

20

２
↓
19

予定
09：00～10：00　
羽田もしくは成田発、マニラへ

13：00～14：00　マニラ到着
到着後、送迎車にて研修先または宿泊先へ
移動

学生寮泊

羽田
もしくは成田

マニラ

マニラ

マニラ

羽田
もしくは成田

送迎車にて空港へ移動、各自にてチェックイン
14：00～15：00　
マニラ発、羽田もしくは成田へ

※スケジュールは一般的な例で日により異なります。
　過去のスケジュールの場合もあります。
※２～19日目は研修旅行取扱会社「無手配日」です。

学生寮泊

20：00～21：00　羽田もしくは成田到着
到着後、解散

・上記のフライトスケジュールは全日本空輸利用の例です。
・現地でのスケジュールは留学先機関、天候等の諸事情により一部変更となる場合があります。

おすすめ
ポイント

スペイン統治下の面影残る首都マニラでフィールドワーク！
充実したBuddy制度が魅力のプログラム

フィリピン　マニラ

聖トマス大学

研修費用・宿泊費／日程表に記載したエコノミークラス利用海外往復航空券／現地空港
と研修先または宿泊先間の往復送迎費／課外活動費（参加任意のものを除く）／早大プロ
グラム開発運営費／企画料金（P.29記載の取消料規定に記載されている「企画料金」には、
以下の金額が適用されます。）※企画料金は31,540円と定め、研修旅行代金に充当します。

●最少催行人数：10 名　●最大募集人数：15 名
●対象語学レベル：英語力初級～上級
●宿泊先：学生寮（相部屋利用予定）※原則、早大生と同室
●食事：なし
●同行員：添乗員・教職員は同行しません
●利用予定航空会社：全日本空輸
●査証：日本国籍の場合、事前のビザ 取得は必要なし。SSP（Special Study 

Permit）の申請が必要。外国籍の場合は各自にて確認し取得していただきます。
●旅券必要残存有効期間：日本国籍の場合、フィリピン滞在期間＋６カ月以上

（2024年９月２日以降）必要
●履修単位数：２単位

募集要項 研修旅行代金に含まれるもの

研修旅行代金に含まれないもの
上記の他は含まれません。その一部を例示します。
超過手荷物手数料／海外旅行保険／日本国内の交通費・食費・宿泊費／SSP（Special 
Study Permit）申請料／通学費／課外活動費（参加任意のもの）／その他個人的生活諸費用／
国内空港施設使用料（2,950円）、外国諸税（1,430円）、燃油サーチャージ・航空保険料

（16,800円）、国際観光旅客税（1,000円）※国内空港施設使用料、外国諸税、燃油サー
チャージ・航空保険料、国際観光旅客税は2023年８月23日現在のもので予告なく変更
となる場合があります。これらの費用は最終確定金額として研修旅行代金とあわせて
お支払いただきます。

英語研修

研修期間

※国内空港施設使用料および現地空港諸税、燃油サーチャージ・航空保険料、国際
観光旅客税は含みません。

※最少催行人数に達しない場合も研修が実施できる場合がありますが、研修旅行
代金が増額となります。その場合、改めて代金を示し参加の意向を確認します。

2024年

２月12日（月）～３月２日（土）
研修旅行代金 265,400円

※予防接種要件：新型コロナワクチン3回接種済み証明書の提出が必須です。
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2024 Spring Short Program TimeTable 

 

 

 Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun 

8:30-11:30 Class No  
Class 

No  
Class 11:30-13:00 Lunch time 

13:00-17:00 Class 

 

 

 

 

 

※現地のスケジュール、内容は現地受入れ側または天候等の都合により一部変更となる場合があります。 


